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え
る
の
で
あ
る
。

一
会
の
記
録
が
あ

斐
（
わ
き
ざ
か
•
や
す
あ
や
／
天
保
十
年
(
-
八
三
九
）
ー
明
治
四
十
一
年

初

代

山

田

宗

偏

―

―

代

山

田

宗

引

三

代

山

田

宗

円

て
い
る
。
そ
の
系
譜
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

と
め
た
。
こ
の
山
田
家
の
家
系
は
、
現
在
も
宗
偏
流
家
元
と
し
て
存
続
し

廣

田

吉

崇

明
治
維
新
後
し
ば
ら
く
の
間
は
茶
の
湯
が
衰
退
・
低
迷
し
た
時
期
と
さ

れ
、
家
元
の
困
窮
が
そ
の
状
況
を
示
す
も
の
と
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
茶
の
湯
が
ま
っ
た
く
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ

（
一
九

0
八
）
）
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。
脇
坂
安
斐
が
み
ず
か
ら
亭

主
と
し
て
催
し
た
茶
会
に
つ
い
て
、
『
古
今
茶
湯
集
』
に
は
明
治
五
年

（
一
八
七
―
-
）
三
会
お
よ
び
明
治
九
年
(
-
八
七
六
）

(
l
)
 

る
。
そ
し
て
、
明
治
十
年
(
-
八
七
七
）
の
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
開

(
2
)
 

場
式
に
お
い
て
脇
坂
安
斐
は
明
治
天
皇
に
茶
を
献
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
明
治
前
期
に
お
い
て
精
力
的
に
茶
の
湯
の
活
動
を
し
て
い
た
人
物
と
い

し
か
し
、
現
在
で
は
、
脇
坂
安
斐
は
一
時
期
宗
偏
流
の
家
元
を
預
か
っ

(
3
)
 

た
と
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
に
茶
の
湯
の
歴
史
に
お
い
て
積
極
的
に

評
価
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
明
治
二
十
年
(
-
八
八
七
）
に
龍

野
へ
退
居
し
、
近
代
数
寄
者
の
時
代
に
東
京
に
い
な
か
っ
た
た
め
に
忘
れ

去
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
東
久
世
通
輯
に
関
連
し
て
、

(
4
)
 

脇
坂
安
斐
の
茶
の
湯
に
つ
い
て
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
た
び
新
た
な

(53) 

資
料
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
脇
坂
安
斐
自
身
に
つ
い
て

あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
。

宗
偏
流
と
流
派
統
合

(
1
)
山
田
家
の
宗
偏
流
と
流
派
統
合

を
説
明
す
る
に
は
、
ま
ず
宗
偏
流
と
は
ど
の
よ
う
な
流
派
か
と
い
う
前
提

え
る
流
派
で
あ
る
。
千
宗
H
一
の
教
え
を
う
け
た
山
田
宗
偏
は
、
三
河
吉
田

藩
小
笠
原
家
に
茶
堂
と
し
て
仕
え
、

の
ち
江
戸
に
出
て
千
家
流
の
茶
の
湯

を
広
め
た
。
小
笠
原
家
は
い
く
た
び
か
の
転
封
を
へ
て
肥
前
唐
津
藩
主
と

し
て
幕
末
に
い
た
る
が
、
山
田
家
の
子
孫
代
々
も
小
笠
原
家
の
茶
堂
を
つ

宗
偏
流
と
は
、
山
田
宗
偏
を
流
祖
と
し
、
利
休
正
伝
の
わ
び
茶
を
と
な

の
時
期
の
茶
の
湯
の
状
況
を
検
討
す
る
た
め
、
旧
播
磨
龍
野
藩
主
脇
坂
安

か
ら
は
じ
め
る
必
要
が
あ
る
。

脇
坂
安
斐
の
茶
の
湯
の
流
派
は
宗
偏
流
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と

は

じ

め

に

旧
龍
野
藩
主
脇
坂
安
斐
と
宗
偏
流
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人
の
人
物
を
排
除
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

一
人
は
第
五
代
山
田
宗

商
で
あ
り
、
山
田
宗
偏
か
ら
時
習
軒
の
号
を
与
え
ら
れ
た
。
山
田
家
と
の

2
)
宗
偏
流
の
中
核
と
し
て
の
宗
偏
流
時
習
軒

し
て
、
流
派
と
し
て
の
あ
り
方
を
確
立
す
る
た
め
、
本
来
の
伝
承
過
程
は

あ
る
。

宗
偏
流
が
現
在
も
存
続
し
て
い
る
。

い
く
つ
か
の
系
統
の
宗
偏
流
が
併
存

つ
ぎ
の
と
お
り
の
べ
て
い
る
。

十
代
山
田
宗
囲
（
の
ち
宗
偏
（
四
方
斎
）
）
十
一
代
山
田
宗
偏

(
6
)
 

（
幽
々
斎
）

し
か
し
、
山
田
家
を
家
元
と
す
る
流
派
の
み
が
宗
偏
流
で
あ
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
山
田
家
以
外
に
も
時
習
軒
、

四
方
庵
、
正
伝
庵
な
ど
の

し
て
い
た
状
況
の
も
と
、
大
正
十
二
年
(
-
九
二

1

1

-

)

に
山
田
宗
有
が
宗

偏
流
第
八
世
の
襲
名
披
露
を
し
、
山
田
家
に
よ
る
流
派
統
合
が
お
こ
な
わ

(
7
)
 

れ
た
。
こ
の
結
果
、
各
地
に
伝
わ
っ
て
い
た
宗
偏
流
の
小
グ
ル
ー
プ
は
、

山
田
家
を
家
元
と
す
る
丘
新
た
な
ク
宗
偏
流
の
も
と
に
統
合
さ
れ
た
の
で

こ
の
よ
う
な
流
派
統
合
に
際
し
て
は
、
流
派
の
求
心
力
を
高
め
る
た
め

(
8
)
 

に
流
祖
の
家
系
継
承
者
が
家
元
と
し
て
担
ぎ
出
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
そ

整
理
さ
れ
、
流
祖
か
ら
現
在
の
家
元
に
い
た
る
系
譜
が
新
た
に
創
作
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
流
派
統
合
さ
れ
た
宗
偏
流
に
お
け
る
家
元
と
な
っ
た

111

田
宗
有
は
「
第
八
槻
」
を
称
し
た
。
こ
の
こ
と
は
山
田
家
の
家
系
か
ら
二

俊
の
娘
婿
で
あ
り
、
山
田
家
を
つ
ぎ
な
が
ら
も
追
放
さ
れ
た
と
い
う
山
田

0
)
 

(
9
)
 

宗
弥
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
、
第
六
代
山
田
宗
学
が
死
去
し
た
の
ち
山
田

家
を
養
子
柑
続
し
て
小
笠
原
家
に
出
仕
し
た
は
ず
の
山
田
宗
叔
で
あ
る

rJ

七

代

山

田

宗

寿

八

代

山

田

宗

有

九

代

山

田

宗

白

四

代

山

田

宗

也

五

代

山

田

宋

俊

六

代

山

田

宗

学

問
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
山
田
宗
有
は
、
明
治
二
十
五
年
(
-
八

九
―
-
）
に
ト
ル
コ
を
訪
問
し
、
そ
の
後
も
長
ら
く
ト
ル
コ
を
拠
点
に
実
業

に
従
事
し
て
い
た
。
第
七
代
山
田
宗
寿
が
没
し
た
明
治
十
六
年
(
-
八
八

三
）
か
ら
ほ
ほ
大
正
十
二
年
(
-
九
二
三
）
ま
で
の
四
十
年
の
間
、
山
田

家
は
実
態
と
し
て
茶
の
湯
と
無
関
係
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

山
田
宗
有
は
、
襲
名
披
露
に
あ
た
り
「
外
遊
不
在
中
ノ
家
元
ノ
事
二
就

テ
」
と
し
て
、

多
年
海
外
ニ
ア
リ
テ
家
道
ノ
茶
事
二
遠
ザ
カ
リ
居
リ
シ
ガ
其
間
幸

二
山
田
家
ノ
親
近
関
口
壮
吉
氏
ア
リ
テ
中
村
宗
知
翁
ヲ
シ
テ
斯
道
ニ

尽
砕
セ
シ
メ
ラ
レ
関
口
操
子
関
口
壮
吉
氏
亦
夕
踵
デ
仮
リ
ニ
家
元
名

(12) 

乗
ヲ
ナ
シ
流
儀
ノ
維
持
二
勉
メ
ラ
ル

こ
の
よ
う
に
関
口
操
子
、
関
口
壮
吉
、
中
村
宋
知
の
名
前
を
あ
げ
、
山

田
家
の
家
元
不
在
の
間
に
家
元
と
し
て
宗
偏
流
を
維
持
し
た
こ
と
を
の
ベ

(13)

（

14) 

て
い
る
。
し
か
し
、
脇
坂
安
斐
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
ふ
れ
て
い
な
い
。

近
惟
か
ら
近
代
に
か
け
て
宗
偏
流
伝
承
の
中
心
的
な
役
割
を
は
た
し
た

(15) 

の
は
、
山
田
家
よ
り
も
む
し
ろ
時
習
軒
で
あ
る
。
家
偏
流
時
習
軒
は
、
山

田
宗
偏
の
弟

f
岡
村
宗
伯
の
系
統
で
あ
る
。
岡
村
宗
伯
は
、
江
戸
の
材
木

関
係
で
い
え
ば
、
第
五
代
山
田
宗
俊
の
娘
婿
山
田
宗
弥
が
追
放
さ
れ
た
の

ち
、
当
時
の
時
習
軒
家
元
吉
田
宗
意
の
実
子
で
あ
り
、
そ
の
教
え
を
う
け

22 



十

代

中

村

宗

知

十

一

代

岩

田

宗

栄

十

二

代

岩

田

京

龍

十

三

代

岩

田

宗

仙

十

四

代

岩

田

宗

玖

十

五

代

岩

七

代

脇

坂

宗

斐

八

代

関

口

宗

貞

九

代

関

口

宗

理

四

代

山

田

宗

也

五

代

山

田

宗

俊

六

代

山

田

宗

弥

初

代

山

田

宗

偏

―

一

代

山

田

宗

引

三

代

山

田

宗

円

さ
れ
て
い
る
。

か
ら
す
れ
ば
、
山
田
家
の
家
系
も
、
そ
の
宗
偏
流
の
教
え
も
、
時
習
軒
に

よ
っ
て
存
続
し
得
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
現
在
に
い
た
る
宗

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

初

代

岡

村

宗

伯

二

代

岡

村

宗

恕

三

代

神

谷

松

見

四

代

水

谷

義

閑

五

代

柳

沢

閑

清

六

代

吉

田

宋

意

七

代

吉

田

宗

賀

八

代

細

田

宗

衛

九

代

細

田

宗

玉

(17) 

十

代

細

田

宗

永

十

一

代

細

田

宗

栄

第
七
代
吉
田
宋
賀
の
没
後
、
そ
の
室
で
あ
る
吉
田
水
月
尼
は
宗
偏
流
時

習
軒
を
細
田
宗
衛
へ
伝
え
た
。
こ
れ
以
降
棄
十
商
榮
太
棲
穂
本
舗
の
細
田

家
が
時
習
軒
を
継
承
し
て
現
在
に
い
た
る
。
後
述
す
る
と
お
り
、
脇
坂
安

斐
は
吉
田
水
月
尼
か
ら
伝
授
を
う
け
て
い
る
が
、
現
在
の
宗
偏
流
時
習
軒

(
3
)
脇
坂
系
と
さ
れ
る
宗
憮
流
正
伝
庵

一
方
、
脇
坂
安
斐
を
家
元
の
系
譜
に
位
置
付
け
て
い
る
宗
偏
流
も
存
在

す
る
。
宗
偏
流
正
伝
庵
で
あ
る
。
そ
の
系
譜
は
、

脇
坂
家
の
茶
の
湯
と
い
う
場
合
、
脇
坂
安
斐
の
養
父
で
あ
る
脇
坂
安
宅

の
系
譜
に
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

偏
流
時
習
軒
の
系
譜
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

6
)
 

た
人
物
が
第
六
代
山
田
宋
学
と
し
て
山
田
家
を
つ
い
で
い
る
。
こ
の
経
緯

る
と
い
え
る
。

第
六
代
山
田
宗
弥
の
娘
は
、

の
ち
に
初
代
静
岡
県
知
事
と
な
る
関
口
隆

吉
に
嫁
ぐ
こ
と
と
な
る
。
関
LJ
操
子
（
宗
貞
）
お
よ
び
関
口
壮
吉
（
宗

9
)
 

理
）
の
姉
弟
は
、
そ
の
間
に
う
ま
れ
た
子
で
あ
る
。
こ
の
経
緯
が
ホ
す
と

お
り
、
関
口
家
が
山
田
宗
弥
の
縁
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
宗
偏
流
が
伝
え
ら(20) 

れ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
脇
坂
安
斐
が
関
与
す
る
必
然
性
は
考
え
に
く
い
。

の
ち
に
脇
坂
安
斐
の
養
嗣
子
脇
坂
安
熙
の
娘
龍
＋
（
明
治
二
十
年
(
-
八

八
七
）
＼
昭
和
三
十
二
年
(
-
九
五
七
）
）
が
岩
田
家
に
嫁
い
だ
こ
と
か
ら
、

脇
坂
安
斐
が
家
元
と
し
て
系
譜
に
組
み
人
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
も
流
派
と
し
て
の
あ
り
方
を
確
立
す
る
た
め
に
創
作
さ
れ
た
系
譜
で
あ

(
1
)
脇
坂
家
と
茶
の
湯

（
わ
き
ざ
か
•
や
す
お
り
）
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
『
角
川
茶
道
大
事

典
』
に
脇
坂
安
斐
の
項
目
は
な
い
が
、
脇
坂
安
宅
は
つ
ぎ
の
と
お
り
立
項

脇
坂
安
宅
【
わ
き
ざ
か
や
す
な
り
】
文
化
六
年
ー
明
治
七
年
(
-
八
〇

九
ー
七
四
）
。
幕
末
維
新
期
の
大
名
。
幼
名
友
吉
、
淡
路
守
。
播
磨

や
す
た
だ

国
竜
野
藩
主
。
父
は
同
藩
主
脇
坂
安
菫
。
嘉
永
四
年
(
-
八
五
一
）

京
都
所
司
代
、
次
い
で
老
中
に
列
し
た
。
竜
野
町
に
現
存
す
る
茶
室

8
)
 

(
l
 

田
宗
龍

脇
坂
安
斐
の
茶
の
湯
の
実
際

23 旧龍野藩主脇坂安斐と宗偏流



「
緊
遠
亭
」
は
、
御
所
炎
上
後
に
所
司
代
と
し
て
復
輿
に
尽
力
し
た

(21
)
 

た
め
、
孝
明
天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
る
。

こ
こ
に
は
茶
の
湯
の
事
績
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
脇
坂
安
宅

み
ず
か
ら
亭
主
と
し
て
催
し
た
茶
会
に
つ
い
て
、

F

古
今
茶
湯
集
』
に
は

嘉
永
元
年
(
-
八
四
八
）
二
会
お
よ
び
嘉
永
三
年
(
-
八
五

O
)

(22
)
 

記
録
が
あ
る
。
ま
た
、
脇
坂
安
宅
が
「
力
行
斎
l

を
な
の
り
、
い
く
つ
か

(23)

（

24
)
 

の
茶
道
具
の
所
持
し
、
茶
会
に
ま
ね
か
れ
た
こ
と
が
資
料
に
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
山
田
宗
偏
ゆ
か
り
の
道
具
が
み
う
け
ら
れ
る
。

と
関
係
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
脇
坂
安
宅
が
京
都
所
司
代

と
な
り
、

つ
い
で
老
中
を
つ
と
め
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
壮
年
期
に

茶
の
湯
を
本
格
的
に
実
践
す
る
時
間
が
あ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
疑
問
が
あ

(2)
脇
坂
安
斐
と
宗
偏
流
時
習
軒

(25
)
 

龍
野
藩
に
は
市
村
宗
泉
や
代
田
宗
真
な
ど
の
宗
偏
流
の
茶
堂
が
い
た
が
、

脇
坂
安
斐
が
直
接
教
え
を
う
け
た
の
は
時
習
軒
の
吉
田
水
月
尼
（
本
名
~

(26
)
 

吉
田
か
ね
／
文
政
十
一
年
(
-
八
二
八
）
＼
明
治
二
十
二
年
(
-
八
八
九
）
）

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
、
明
治
九
年
(
-
八
七
六
）

(27
)
 

の
「
力
ロ
斎
板
額
譲
状
」
（
写
真
l
・
資
料
l
)
が
あ
り
、
明
治
十
八
年

（
一
八
八
五
）

の
「
力
日
斎
額
面
他
家
へ
不
可
譲
渡
約
定
書
」
の
控
え

(28) 

（
写
真
2

・
資
料
2

)
が
あ
る

。

後
者
に
よ
る
な
ら
ば
、
脇
坂
安
宅
•
脇

る
。

以
上
の

こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
脇
坂
安
宅
の
代
か
ら
宗
偏
流
の
茶
の
湯

一
会
の

明

治

十

八

年

時

期

不

明

明

治

九

年

明

治

七

年

時

期

不

明

明

治

四

年

脇
坂
安
斐
は

「力
ロ
斎
額
面
他
家
へ
不
可
譲
渡
約
定

「
力
日
斎
板
額
」
譲
渡
の
噂
が
広
ま
る
。

式
に
譲
渡
す
る
。

吉
田
水
月
尼
は
脇
坂
安
斐
に
「
力
ロ
斎
板
額
」
を
正

坂
安
斐
二
代
に
わ
た
り
宗
偏
流
時
習
軒
と
の
関
係
が
う
か
が
え
る
。
内
容

に
意
味
が
と
り
に
く
い
部
分
も
あ
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
内
容
と
他
の

時
習
軒
第
七
代
吉
田
宗
賀
没

脇
坂
安
宅
没

渡
す
る
。

吉
田
水
月
尼
は
脇
坂
安
宅
に
「
力
ロ
斎
板
額
」
を
譲

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

情
報
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
も
の
と
推

~ 

¼ 

写真 1

写真 2
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て
、
明
治
二
十
年
(
-
八
八
七
）
に
脇
坂
安
斐
は
龍
野
へ
退
居
す
る
。

（
一
八
八
七
）
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
門
人
脹
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
二
十
二
年

軒
家
元
細
田
家
の
成
立
）
。

吉
田
水
月
尼
没

時
習
軒
第
七
代
吉
田
宗
賀
は
明
治
四
年
(
-
八
七
一
）
に
死
去
し
た
。

未
亡
人
と
な
っ
た
吉
田
水
月
尼
は
、
脇
坂
家
を
た
よ
る
た
め
に
、
山
田
宗

茶
の
湯
が
衰
退
・
低
迷
し
た
時
期
に
お
い
て
、
流
派
を
維
持
す
る
た
め
の

坂
安
宅
が
死
去
し
た
際
、
脇
坂
安
斐
は
そ
の
板
額
を
吉
田
水
月
尼
に
返
却

し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
吉
田
水
月
尼
は
ひ
き
つ
づ
き
脇
坂
家
を
た

が
正
式
に
板
額
の
譲
渡
を
う
け
た
こ
と
を
示
す
も
の
が
明
治
九
年
(
-
八

し
か
し
、
こ
の
の
ち
脇
坂
家
は
経
済
的
な
苦
境
に
お
ち
い
る
こ
と
と
な

る
。
明
治
十
八
年
(
-
八
八
五
）

の
「
カ
ロ
斎
額
面
他
家
へ
不
可
譲
渡
約

定
書
」
は
、
脇
坂
安
斐
が
「
カ
ロ
扇
板
額
」
を
譲
渡
か
売
却
し
よ
う
と
し

て
吉
田
水
月
尼
に
釘
を
さ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
そ
し

吉
田
水
月
尼
は
脇
坂
家
に
み
き
り
を
つ
け
、
あ
ら
た
に
細
田
家
を
た
よ

口
斎
額
面
他
家
へ
不
可
譲
渡
約
定
書
」
に
お
い
て
、
脇
坂
安
斐
は
「
在
世

の
宗
偏
流
を
も
ふ
く
め
た
宗
偏
流
全
休
の
復
興
へ
の
意
欲
を
も
っ
て
い
た

具
体
的
な
活
動
内
容
を
示
す
も
の
と
し
て
「
力
日
斎
社
中
人
名
録
」

(30) 

（
写
真
3
・
資
料

3
)
が
あ
る
。
こ
の
な
か
に
は
二
百
五
十
二
人
の
名
前

一
部
に
は
住
所
、
職
業
な
ど
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
人
名
と

人
名
と
の
間
に
小
さ
く
人
名
が
書
き
足
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
す
く
な
か
ら

ず
あ
り
、
筆
跡
の
ち
が
い
が
み
ら
れ
る
。
記
さ
れ
て
い
る
住
所
は
ほ
と
ん

ど
が
東
京
で
あ
る
の
で
、
脇
坂
安
斐
が
龍
野
に
退
居
す
る
明
治
二
十
年

こ
の
な
か
で
東
久
世
通
膳
は
「
東
久
世
正
三
位
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

が
記
さ
れ
、

七
六
）

の
「
力
ロ
斎
板
額
譲
状
」
で
あ
ろ
う
。

安
斐
は
伝
授
を
得
て
、
「
力
ロ
斎
」
を
名
乗
る
こ
と
と
な
る
。
脇
坂
安
斐

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

よ
る
べ
く
、
板
額
を
そ
の
ま
ま
脇
坂
家
に
残
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
脇
坂

行
動
と
し
て
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
明
治
七
年
二
八
七
四
）
に
脇

か
な
り
憶
測
を
ま
じ
え
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
「
カ

偏
以
来
の
「
力
日
斎
」
の
板
額
を
脇
坂
安
宅
に
譲
渡
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

同

年

吉
田
水
月
尼
は
細
田
伊
登
へ
時
習
軒
を
譲
る

明

治

二

十

年

脇
坂
安
斐
は
龍
野
へ
退
居
す
る
。

書
」
を
吉
田
水
月
尼
に
交
付
す
る
。

（
時
習

上
述
の
経
緯
は
、
脇
坂
安
斐
が
宗
偏
流
の
家
元
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
「
力
日
斎
額
面
他
家
へ
不
可
譲
渡
約
定
書
」
を
め
ぐ
る
経
緯
は
、

之
際
ニ
ハ
山
田
家
ヲ
モ
中
輿
サ
セ
大
二
当
流
ヲ
維
持
セ
ン
ト
ス
ル
」
と
決

意
を
の
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宗
偏
流
時
習
軒
の
み
な
ら
ず
山
田
家

3
)
宗
偏
流
家
元
と
し
て
の
脇
坂
安
斐

る
こ
と
と
し
て
、
同
じ
明
治
二
十
年
に
時
習
軒
を
細
田
伊
登
へ
譲
っ
た
の

(29) 

で
あ
ろ
う
。
吉
田
水
月
尼
は
、
み
ず
か
ら
時
習
軒
を
つ
ぐ
こ
と
は
し
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、
適
切
な
後
継
者
に
譲
る
こ
と
に
よ
り
、
宗
偏
流
時
習

軒
を
現
在
ま
で
存
続
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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降
女
性
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
る
こ
と
は
、
女
子
の
学
校
教
育
の
影
響
と
す

と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
も
と
男
性
の
も
の
で
あ
っ
た
茶
の
湯
が
、
近
代
以

き
方
で
あ
り
、

ら
明
治
二
十
一
年
(
-
八
八
八
）
六

(31) 

月
十
八
日
ま
で
で
あ
る
。
「
川
田
従

（
一
八
七
九
）
十
二
月
十
五
日
か
ら
明
治
十
八
年
(
-
八
八
五
）
九
月
三

(32) 

十
日
ま
で
で
あ
る
。
柴
原
和
が
「
正
四
位
」
で
あ
っ
た
期
間
は
明
治
十
八

(33) 

年
十
月
一
日
以
降
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
一
二
人
の
官
位
が
一
致
す
る
時
期
は

な
い
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
柴
原
和
が
行
間
に
挿
入
さ
れ
た
よ
う
な
書

の
ち
の
情
報
を
記
載
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
門
人
帳
は
明

治
十
八
年
頃
の
成
立
と
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。

(34) 

内
容
に
つ
い
て
、
本
多
正
憲
、
丸
岡
莞
爾
、
河
田
景
与
な
ど
、
『
東
久

世
通
藉
日
記
j

に
茶
の
湯
を
介
し
て
あ
ら
わ
れ
る
旧
大
名
、
官
僚
・
政
治

家
な
ど
の
名
前
も
あ
る
。
し
か
し
、
商
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
工
棟

梁
や
、
な
か
に
は
芸
妓
も
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
々

が
み
う
け
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
男
性
名
に
つ
づ
け
て
「
同
妻
」
や

「
同
娘
」
と
し
て
女
性
名
も
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
名
前
だ
け
で
判

断
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
が
、
全
体
の
四
割
近
く
が
女
性
で
は
な
い
か

四
位
で
あ
っ
た
期
間
は
明
治
十
二
年

景
与
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
従

四
位
」
は
、
官
職
•
住
所
か
ら
河
田

写真 3

年
(
-
八
八
二
）
六
月
二
十
三
日
か

正
一
二
位
で
あ
っ
た
期
間
は
明
治
十
五

庵
」
に
中
板
を
人
れ
た
状
態
の
茶
室
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
の
、
愛
知
県
岡
崎
市
明
願
寺
に
あ
る
山
田
宗
偏
好
み
の
茶
室
「
洪
萩

る
理
解
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
十
年
代
後
半
の
段
階
で
は
、

学
校
教
育
の
影
響
以
前
に
女
性
が
茶
の
湯
に
進
出
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
公
表
さ
れ
て
い
る
門
人
帳
で
は
文

化
十
三
年
(
-
八
一
六
）
か
ら
嘉
永
七
年
(
-
八
五
四
）
ま
で
の

(35) 

門
人
録
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
に
は
女
性
が
ご
く
少
数
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
三
十
年
あ
ま
り
の
間
に
茶
の
湯
受
容
者
の
大

明
治
二
十
年

二
軒
分
の
敷
地
に
建
つ
も
の
で
は
あ
る
が
、
旧
藩
主
家
の
住
居
と
し
て
は

(36) 

質
素
な
建
物
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
脇
坂
家
が
経
済
的
な
問
題
か
ら

龍
野
に
も
ど
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情
が
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
、
も

と
あ
っ
た
建
物
に
一
部
増
築
し
、
現
存
す
る
茶
室
も
こ
の
と
き
に
整
備
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
（
写
真
4
)
。
こ
の
茶
室
は
、
二
畳
中
板
の
広
さ
が
あ

り
、
点
前
座
は
台
目
風
耳
に
向
板
と
な
っ
て
い
る
。
床
の
位
置
が
異
な
る
も

脇
坂
安
斐
は
、
龍
野
に
お
い
て
も
家
元
と
し
て
の
活
動
を
継
続
し
て
い

る
。
明
治
二
十
一
年
(
-
八
八
八
）
九
月
十
五
日
付
け
で
定
め
た
社
則
教

(37) 

則
等
が
写
し
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
写
真

5
)
。
そ
し
て
、
最
晩
年
に
発

現
在
「
旧
脇
坂
屋
敷
」
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
上
級
武
士
の
屋
敷
地

（
一
八
八
七
）
に
龍
野
へ
退
居
し
た
脇
坂
安
斐
の
住
居
は
、

4
)
龍
野
に
お
け
る
脇
坂
安
斐

き
な
変
化
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

h

堀
内
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1

い
廿
廿
I
l

右
門
人
タ
ル
ヲ
証
ス

利
休
流

て
い
る
。

明
治
三
十
九
年
二
月
一
日

力
口
斎
脇
坂
正
学

脇
坂
花
子
殿

「
利
休
流
」
を
自
称
し
て
い
る
こ
と
に
は
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
宗
偏

流
時
習
軒
で
は
岡
村
宗
伯
を
初
代
と
し
て
、
吉
田
宗
賀
を
第
七
代
と
す
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
脇
坂
安
斐
が
「
山
田
宗
偏
第
九
世
」
と
称
す
る
の
は
、

時
習
軒
七
代
を
こ
え
て
山
田
宗
偏
を
初
代
と
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
こ

の
人
門
証
の
文
面
か
ら
は
、
脇
坂
安
斐
が
明
治
十
八
年
(
-
八
八
五
）
に

の
べ
た
「
大
二
当
流
ヲ
維
持
セ
ン
ト
ス
ル
」
と
い
う
決
意
を
龍
野
に
退
居

し
て
か
ら
も
持
ち
つ
づ
け
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
、
残
念
な
が

ら
そ
の
思
い
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
流
派
と
し
て
の
存
在
は
す
で
に
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
脇
坂
安
斐
没
後
の
状
況
か
ら
そ
の
よ
う
に
考
え

(
5
)
脇
坂
安
斐
没
後
の
状
況

家
と
し
て
の
脇
坂
子
爵
家
は
、
脇
坂
安
宅
の
五
男
脇
坂
安
煕
が
つ
ぐ
こ
と

裕
之
進
（
明
治
二
十
一
年
(
-
八
八
八
）
ー
昭
和
四
十
二
年
(
-
九
六
七
）
）

田
宗
偏
第
十
世
修
学
」
を
な
の
り
、
茶
の
湯
を
教
授
す
る
の
で
あ
る
。
こ

(39) 

五
月
起
「
力
ロ
斎
人
名
簿
」
、

の
こ
と
を
示
す
大
正
一
―
一
年
(
-
九
―
四
）

で
あ
る
。
脇
坂
裕
之
進
は
龍
野
神
社
宮
司
を
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
「
山

u
七

tl人
タ
ル
9

5

舘
ス古

宝
伯
そ
屯

真写

`
i鼻

i
・
ガ

¢

●

[

-

- 利
作
汎

(38) 

行
し
た
人
門
証
が
残
さ
れ
て
お
り
（
写
真

6
)
、

写真 4

と
な
る
。

一
方
、
茶
の
湯
を
う
け
つ
い
だ
の
は
、
脇
坂
安
斐
の
実
子
脇
坂

,,,,.. 

写真 6

● く喜ぶ

明
治
四
十
一
年
(
-
九

0
八
）
に
脇
坂
安
斐
が
没
し
て
の
ち
、
旧
大
名

つ
ぎ
の
と
お
り
記
さ
れ

る。

山
田
宗
偏
第
九
軋
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い
ず
れ
も
不
正
確
で
あ
る
点
を
指
摘
し

脇
坂
安
斐
の
宗
偏
流
は
、
脇
坂
裕
之
進
の
代
で
終
わ
る
こ
と
と
な
る
。

る
か
ぎ
り
、
以
上
の
紹
介
内
容
が
事
実
に
近
い
と
考
え
る
。

昭
和
三
十
三
年
(
-
九
五
八
）

三
十
五
年
(
-
九
六

0
)

(40) 

五
月
十
一
日
付
け
「
御
芳
名
簿
」
、
昭
和

(41) 

五
月
二
十
九
日
付
け
「
御
芳
名
簿
」
が
あ
る
。

の
程
度
の
地
域
的
広
が
り
が
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
大
正
三
年
か

ら
大
正
十
二
年
(
-
九
二
三
）
ま
で
の
間
に
三
十
一
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

二
冊
の
「
御
芳
名
簿
」
は
、
脇
坂
裕
之
進
が
催
し
た
大
寄
せ
茶
会
の
際
に

お
よ
び
そ
の
近
辺
に
か
ぎ
ら
れ
て
お
り
、
流
派
と
し
て
の
実
態
は
、
ご
く

地
域
的
な
存
在
に
す
ぎ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
脇
坂
裕
之

進
は
、
晩
年
に
龍
野
を
去
り
、
神
戸
に
お
い
て
牛
涯
を
終
え
る
こ
と
と
な

来
宗
偏
流
に
お
い
て
説
明
さ
れ
て
き
た
歴
史
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
一
致

し
な
い
内
容
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

い
く
つ
か
の
一
次
資
料
を
み

拙
著
『
近
現
代
に
お
け
る
茶
の
湯
家
元
の
研
究
』
に
お
い
て
、
宗
偏
流

の
師
弟
の
系
譜
に
お
け
る
脇
坂
安
斐
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
茶
の
湯
研

究
者
の
間
で
も
矛
盾
が
み
ら
れ
、

(42) 
た
。
そ
し
て
、
「
こ
の
よ
う
な
師
弟
の
系
譜
は
、
後
世
に
お
い
て
整
備
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
確
固
た
る
家
元
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
の
時
期
の

脇
坂
安
斐
を
中
心
と
す
る
脇
坂
家
の
茶
の
湯
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
従

坂
安
斐
の
位
置
付
け
を
検
討
し
た
結
果
か
ら
生
じ
た
誤
解
で
あ
ろ
う
。

四

お

わ

り

に

宗
偏
流
の
あ
り
方
に
対
し
、
山
田
家
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
宗
偏
流
家

元
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
張
す
る
系
譜
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
整
合
を
は
か
り

て
、
い
ず
れ
の
系
譜
と
も
あ
わ
な
い
脇
坂
安
斐
を
め
ぐ
る
宗
偏
流
の
歴
史

(43) 

は
、
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
」
と
私
見
を
の
べ
た
。
脇
坂
安

斐
は
、
明
治
九
年
(
-
八
七
」
ハ
）

に
吉
田
水
月
尼
か
ら
伝
授
を
う
け
、

「
力
日
斎
板
額
」
を
譲
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
宗
偏
流
時
習
軒

宗
偏
流
に
関
し
て
詳
細
な
調
介
を
お
こ
な
っ
た
野
村
瑞
典
氏
は
、
脇
坂

安
斐
を
「
宗
偏
流
の
歴
史
の
一
駒
に
の
こ
る
茶
人
で
あ
り
、
幕
末
か
ら
維

(44) 

新
の
変
動
期
に
、
宗
偏
流
茶
湯
を
保
護
・
伝
承
し
た
粟
績
は
大
き
い
」
と

評
価
し
な
が
ら
も
、
脇
坂
家
が
家
元
を
預
か
っ
た
と
い
う
理
解
に
し
た

(45) 

が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
在
の
宋
偏
流
各
流
派
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
脇

「
ぷ
家
冗
を
預
か
る
ク
と
は
、

お
そ
ら
く
家
元
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い
く

過
程
、
す
な
わ
ち
、
家
系
中
心
の
家
冗
代
々
の
系
譜
が
整
備
さ
れ
て
い
く

過
程
に
お
い
て
、
家
元
の
系
譜
が
や
や
あ
い
ま
い
な
部
分
に
貴
紳
の
名
を

借
り
る
、
あ
る
い
は
、
実
際
に
あ
っ
た
完
全
相
伝
の
伝
授
を
五
m
か
る
ク

と
称
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
系
譜
上
の
連
続
性
を
維
持
し
よ
う

(46) 

と
す
る
も
の
」
と
し
た
私
見
は
、
変
更
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
る
。

る。

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

の
後
継
者
で
あ
り
、
そ
の
気
持
ち
と
し
て
は
宗
偏
流
全
体
の
復
典
を
め
ざ

来
客
者
が
住
所
氏
名
を
自
署
し
た
名
簿
で
あ
る
。
来
客
者
は
龍
野
、
姫
路

「
力
ロ
斎
人
名
簿
」
に
は
年
月
お
よ
び
氏
名
し
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど

再
構
成
し
た
も
の
が
、
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
説
明
で
あ
ろ
う
。
そ
し
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る
思
い
が
す
る
。

し
、
龍
野
の
宗
偏
流
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
座
光
か
笑
々
軒
を
通
じ
て
現

た
だ
し
、
そ
の
伝
統
は
そ
の
後
も
つ
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
大
正
ト
ニ
年
(
-
九
二
三
）

の
山
田
宗
有
の
襲
名
披
露
茶
会
の
際
に
、

(47) 

協
賛
の
釜
を
か
け
た
播
州
龍
野
の
「
座
光
寺
笑
々
軒
」
が
い
る
。
こ
の
人

物
に
つ
い
て
、
末
宗
広
は
つ
ぎ
の
と
お
り
紹
介
し
て
い
る
。

(48) 

座
光
寺
教
爾

号
宗
是
・
笑
々
軒
・
不
識

昭
和
二

0
年
一

前
半
は
高
谷
宗
範
と
と
も
に
遠
州
流
茶
道
保
存
会
を
設
立
し
た
旧
龍
野

(50) 

藩
士
座
光
寺
糾
と
混
同
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
後
半
の
と
お

り
、
龍
野
に
お
い
て
脇
坂
安
斐
の
教
え
を
う
け
た
も
の
と
考
え
る
。
た
だ

し
、
脇
坂
裕
之
進
と
は
別
に
独
自
の
道
を
歩
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
正

ト
ニ
年
当
時
す
で
に
宗
偏
流
の
な
か
で
は
知
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
京
都
に
出
て
、
山
田
宗
有
に
協
力
し
な
が
ら
、
流

派
統
合
さ
れ
た
宋
偏
流
の
教
え
を
広
め
る
こ
と
に
尽
fJ
し
た
と
考
え
ら
れ

(
5
 

る。
明
治
十
八
年
(
-
八
八

li)
に
「
在
批
之
際
ニ
ハ
山
川
家
ヲ
モ
中
菌
ハ
サ

セ
大
二
当
流
ヲ
維
持
セ
ン
ト
ス
ル
」
と
の
べ
た
脇
坂
安
斐
の
思
い
は
、
カ

U
斎
を
つ
い
だ
脇
坂
裕
之
進
の
手
に
よ
っ
て
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
し
か

在
の
宗
偏
流
に
う
け
つ
が
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
、
す
こ
し
心
安
ま

布
お
よ
び
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
。
と
く
に
学
芸
員
の
市
村
高
規

つ
い
て
く
わ
し
く
ご
教
ホ
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

[
付
記
五
]

【
資
料
l
】
「
力
ロ
斎
板
額
譲
状
」

（
諷
紙
表
書
）

一
般
財
団
法
人
今
日
庵
茶

道
資
料
館
学
芸
員
の
橘
倫
子
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
品
し
て
感
謝

資
料

3
の
翻
刻
に
あ
た
り
、
原
文
の
一
部
に
付
さ
れ
た
合
点か

ね

明
治
七
年
二
月
廿
五
日
時
習
軒
伝
来
之
力
日
斎
板
額
同
家
御
内
水
月
庵

D

子
よ
り
譲
状

に
記
入
さ
れ
た
文
字
を
区
別
し
て
い
な
い
。

不
偏
庵
正
学

は
省
略
し
た
。
ま
た
、
訂
正
の
あ
る
文
字
は
訂
正
後
の
み
示
し
、

の
ち

こ。t
 

[
付
記
四
〕

賓
料
の
翻
刻
に
あ
た
り
、
文
字
は
通
用
の
も
の
に
あ
ら
た
め

申
し
上
げ
る
。

[
付
記
一
―
^
]

資
料

l
.
2
の
翻
刻
に
あ
た
り
、

よ
り
宗
偏
流
を
皆
伝
さ
れ
、
晩
年
京
都
に
出
た

(49) 

一
月
一
九
日
没

氏
に
は
、
所
蔵
資
料
の
み
な
ら
ず
、
脇
坂
家
お
よ
び
龍
野
藩
の
歴
史
に

大
阪
控
訴
院
判
事
の
と
き
遠
州
流
を
究
め
の
ち
竜
野
に
帰
り
安
斐

父
は
脇
坂
侯
の
家
臣

[
付
記
―
-
〕

た
つ
の
市
立
龍
野
歴
史
文
化
質
料
館
に
は
、
所
蔵
資
料
の
調

る。 湯
の
黎
明
」
に
お
い
て
報
告
し
た
内
容
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

五
付
記
―
]

さ
れ
た
茶
の
湯
文
化
学
会
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
明
治
東
京
の
茶
の

本
稿
は
、
平
成
二
十
七
年
（

:
I
O
I
五
）
六
月
じ
日
に
開
催
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本
文
）

カ
日
斎
額
面
他
家
へ
不
pT
譲
渡
約
定
書

時
習
軒
水
月
尼
吉
田
か
ね
殿

他
家
不
可
譲
渡
義
申
置
候
届
出
相

一
通

カ

D
斎
正
学
脇
坂
安
斐
印
（
花
押
）

他
家
へ
譲
渡
ト
ノ
流
言
心
配
二
付
極
書
申
聞
候
二
付
御
お
ほ
へ
言
圃
家
へ

明
治
十
八
年
十
二
月
十
六
日

明
治
十
八
年
十
二
月
十
六
日
心
得
有
罷
左
便
水
月
尼
か
ね
ヘ
カ
□
斎
額
面

為
後
証
如
件

（
包
紙
表
書
）

上
ナ
ラ
テ
ハ
以
独
断
右
額
面
譲
渡
候
義
有
之
間
敷
候

【
資
料

2
】
「
力
ロ
斎
額
面
他
家
へ
不
叶
譲
渡
約
定
害
」

渡
ト
モ
必
当
流
之
古
老
貴
君
ヲ
初
諸
氏
へ
協
議

貴
家
へ
返
付
ス
ル
ニ
極
リ
タ
リ
又
宗
家
井
他
家
へ
譲

小
偏
能
正
学
村

(52) 

御
も
と
へ

此
額
面
は
安
斐
不
及
力
之
ヲ
維
持
ス
ル
不
能
時
ハ

持
セ
ン
ト
ス
ル
モ
此
額
面
ヲ
命
名
ス
ル
所
以
也
依
而

時
庸

在
批
之
際
ニ
ハ
山
田
家
ヲ
モ
中
典
サ
セ
大
二
当
流
ヲ
維

村
松
為
渓

命
名
ス
ル
ハ
実
以
恐
□
ス
ル
ト
雖
モ
命
名
ス
ル
已
卜
は
安
斐

清
蔭

先
哲
モ
命
名
ス
ル
ヲ
我
安
斐
未
熟

D
味
之
鼎
ニ
テ

明
治
九
年
初
秋

水

月

尼

偏
翁
晩
年
人
悟
之
節
命
名
シ
タ
ル
以
来
山
~
流
之

か
わ
り
て

業
ヲ
典
サ
ン
ト
企
望
ス
乍
去
此
額
面
は
流
祖
宗

時
習
軒
七
世
吉
田
宋
賀
に

皆
伝
ヲ
晶
初
テ
命
名
シ
テ
後
朝
暮
当
流
中
興
ハ
之

さ
ら
む
事
を
希
ふ
こ
そ
あ
な
か
し
こ

貴
村
之
譲
状
ヲ
以
安
斐
へ
贈
付
シ
タ
ル
ヲ
六
ケ
年
之
後

額
は
力
ロ
斎
を
つ
か
せ
賜
ひ
此
道
の
な
か
く
絶

い
た
し
候
処
此
際
則
明
治
八
年
文
二
宗
賀
氏
二
代
ル

人
に
無
之
お
ゐ
て
は
み
た
り
に
伝
授
あ
る
ま
し
く
候

相
成
居
候
ヲ
同
人
死
去
之
際
一
且
貴
家
へ
返
却
之
談
判

茶
道
之
奥
旨
今
相
伝
畢
戚
意
執
心
得
道
之

無
之
降
心
pJ
致
候
素
ヨ
リ
談
額
面
ハ
従
四
位
故
安
宅
へ
送
付

偏
翁
已
来
先
師
伝
来
之
一
二
事
利
休
居
士

外
之
虚
説
驚
愕
之
至
可
悪
之
甚
キ
事
ニ
テ
毛
頭
右
様
之
義

（
本
文
）

カ
ロ
斎
額
面
他
へ
譲
渡
ト
ノ
妄
説
流
言
改
候
趣
内
承
以
之
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初
伝

同 中
伝

同 同 中
伝

【
資
料
3
】
「
力
ロ
斎
札
中
人
名
録
」

カ
LJ斎
社
中
人
名
録

本
文

カ
日
斎
社
中
人
名
仮
記

表
紙
）

井

村

信

田
井

中
井
伯
元

今
井
て
ふ

横
田
も
と

塩

lIi
と
め

秋

Ill
つ
る

カ
ソ
｛克

圃 斎
藤
元
碩

横
田
射
中
」

(
l
オ）

鍬
方
助
之
丞

司」

(
l
ウ）

円
尾
貞
斎

満
田
庸
ザ
奄

今
井
舷
次
郎

竹

原

栄

大

藤

汀

脇

坂

窃
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初
伝

初
伝

初
伝

初
伝

新
村
清
之
助

中
村
光
太
郎

脇

坂

中

和
田
春
堂

脇

坂

琢

本
庄
利
之
助
」

(
2
ウ）

井
口
俊
雄

同

兵

太

同

ま

つ

脇

坂

寿

塚
本
鉾
一
郎

関

梅

症

坂
根
正
斎

秋
山
几
澤
」

(
2
オ）

塚
本
い
さ

タ
，
、
ス

塩

山

格

田
付
締
蔵

加
集
き
よ

中
伝
中
川
か
へ

塩
山
た
っ

佐

伯

磯

松
尾
ろ
く
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中
伝

初
伝

初
伝

本
郷
区
追
分
丁
五
番
地

初
伝
芝
区
田
町
六
丁

H
九
番
地

大
池
口
乃
洒
商
娘
」

(
4
オ

さ
よ

そ
う

深
川
と
し

よ
ね

と
め

芸
妓

千
菓
わ
か
剣
客
娘

や
ヘ

脇
坂
す
ま

依
田
と
し

う
め
」

(
3
ウ）

幸

義

太

郎

能

役

者

は
ま

桜
川
つ
る

小
路
豊
次
郎

柳

川

至

垣
屋
右
膳

津
守
元
備

脇
坂

豊」

(
3
オ）

厩
枝
滋
樹

神
戸
要
次
郎

西

田

光
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下
谷
区
練
塀
丁
五
十
一
番
地

口
舘
は
る

逸
見
瑣
園
札
幌
教
帥
」

(
5
オ

沼

田

泰 ）と

今
井
ふ
き

埼
玉
県
士
族
医

敬
み
よ

千
代

岡
田
と
み

同

き

ん

同

娘

太

田

進

東

京

府

平

民

植
松
従
三
位
雅
平

吉

田

某

内

務

判

任

ま
さ

玉

川

娘

茶

商

娘

桜

屋

よ

し

同

平
泉
か
つ

芸
妓

丸
山
こ
と

大

野

定

歌

人

ナ
ヽ
i
し

t

)

 

~i` ＜
 

つ
ね

平
清
料
理
店
娘

華
族
」

(
4
ウ）
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圃 ヒ
1
ぷ

上
f
l
_

赤
坂
区
赤
坂
表

T
二
丁
日
五
番
地

皆
伝
京
橋
区
染
地

4-rH廿
一
番
地

麻
布
区
永
坂

r六
十
番
地

神
田
区
猿
楽

T
―一丁

H
十
番
地

同

妻

同

川
田
〔
河
田
〕
従
四
位

宮
脇
弥
吾

元
老
院
議
官

同

妾

同

同

妻

同

丸
岡
従
五
位

莞

爾

華

族

同

妻

た

ま

同

東
久
世
正
一
f

位

通

藉

華

放

t
方

妻

圃

風
早
従
四
位

公

紀

華

族

松
平
信
古

茶
道
具
商

同

妻

稲
垣
千
穎
文
部
判
任

本
多
従
五
位

京
極
従
五
位

高

典

華

族

同

妻

同」

(
5
ウ）

正
憲

華
族

小
林
た
ま

桜
井
行
能
宮
内
省
判
任

津
田
口

D

＋
安
侶
成

士
井
竹
次
郎
小
間
物
商

斎
藤
謙
作

青
森
県
士
族

内
務
省
判
任

内
務
省
奏
任
」

(
6
オ）
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マ

マ

同
区
中
徒
士
丁
―

r
H二
十
八
番
地

同
区
車
坂

r

中
伝
下
谷
区
御
徒
上
丁
二
［
目
十
六
番
地

•
岩
間
真
鶴

後
川
崎
と
ら

椰
川
銀
三
△

愛
知
県
平
民

東
京
府
士
族
娘

駅
逓
局
判
任
娘

神
田
区
三
河
丁
二

r
H十
番
地

大
菊
七
郎
兵
衛

質
商

初
伝

越
後
長
岡
ノ
商

矢

D
五
兵
衛
長
岡
平
民

加
藤
伝
平
△

骨
菫
商

•
葛
野
」
(
7オ
）

川
村
景
智
琴
平
祠
官

脇

坂

展

桜

井

同

D
和

田
中
元
侶

東
京
府
平
民

柴
原
正
四
位

橋

正

美

中
伝

清
水
然
智

能
役
者

同

さ

と

同

同

と

ら

同

娘

同

鐸

同

娘

大

野

瑛

吉
野
は
ま

中
伝

片

岡

君

同

千
葉
県
平
民
娘

東
京
府
士
族
」

(
6
ウ）

吉

江

同
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中
伝

下
谷
区
練
塀

T

下
谷
区
練
塀

T
廿
五
番
地

浅
草
区
小
島

T
川
五
番
地

下
谷
区
上
野
元
黒
門

T
十
三
番
地

•
田
辺
光
通

脇

坂

治

栃
木
県
士
族

旧
桑
名
藩
士
娘
」

(
8
ウ
）

同

妻

小

寺

勉

爾

大

蔵

判

任

は
た

ふ
さ

山
田
於
菟
二
郎

・
右
同
行
人

大
分
県
士
族

同」

(
8
オ）

三
重
県
十
族

林

花

同

白

鶴

同

さ

き

同

川
辺
御
楯

回

海

毅

大
橋
六
勇
甚
一
孟
一
郎
糸
商

日
本
橋
区
南
伝
馬

T
二

T
H八
番
地

•
進
藤
隆
之
助

伊
坂

同

勝
田

東
京
府
平
民

下
谷
区
北
大
門
丁
十
六
番
地

井
上
太
左
衛
門
凰
旦
匠

下
谷
区
上
野
元
黒
門
丁
十
四
番
地

•
太
田
豊
穂

前

土
佐
画
工

東
京
府
士
族
娘
」

(
7
ウ）

野
村
卯
右
衛
門

D
雲

筆
商
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中
伝
ド
谷
仮
北
大
門
r

|
六
番
地

大

山

新

太

郎

消

防

長

緒

方

惟

孝

陸

軍

々

医

鈴
木

4

二
次
郎

本
郷
区
湯
島

T
一
丁

H
D
D番
地

蓮
井
宗
吉

愛
媛
県
平
民

東
京
府
平
民東

京
府

t
族

消
防
頭

川
井
久
宜

岩

崎

娘

愛
媛
県
平
民

内
務
省
判
任

本
郷
区

D
三

r
H
+――一番地

内

海

毅

F
谷
区
御
徒
士

T
二
丁
目
六
十
六
番
地

冨

塚

拘

山
形
県
七
族
」

(
9
ウ）

浅
草
区
几
鳥
越
丁
廿
番
地

小
松
幸
次
郎
東
京
府
平
民
人

•
L
棟
梁

浅
草
区
元
鳥
越
［

鏑
木

鳥
越
神
社
祠
宜

•
一
甫

l

、1

駅
逓
判
任

薪
屋

圃

娘匂妻

同

•
山
田
も
ん

•
味
岡
良
政

•
大
沢
鎌
吉

東
京
府
士
族

東
京
府
上
族

東
京
府
平
民

東
京
府
士
族

東
京
府
平
民

金
貸
商

み
や

吉
岡
忠
知
駅
逓
判
仔
」

(
9
オ）

野
崎
真
一
東
京
府
平
民
卜
佐
画
師

守
能
平

同

く

め

津
久
井
屋
娘

京
橋
区
日
吉
丁
二
番
地

芸
妓

柔
術
家

小
学
校
教
員
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初
伝

初
伝

芝
区
宇
田
川
］
十
八
番
地

神
田
区
千
代
田

T
卜

•
1

一
番
地

渡

辺

太

七

手

遊

商

福
谷
藤
左

江
見
金
七

指
物
屋
」

(11
オ

ママ

愛
智
県
平
民

日
本
橋
区
本
舟

r九
番
地

服
部
清
三
郎
魚
問
屋

本
所
区
中
郷
竹

T
廿
六
番
地

陶
器
商

古
梅
園

京
橋
区
南
金
六
丁
一
番
地

獲
物
商

本
郷
区
春
木

r-―-
T
H
D□
番
地

川
合
万
助
指
物
商

安
藤
利
助

日
本
橋
区
難
波

r廿
一
番
地

下
谷
区
竹
丁
三
十
一
番
地

浅
草
区
元
山
谷
丁
廿
九
番
地

京
橋
区
木
挽

T

日
本
橋
区
浜

T
-
T
H廿
五
番
地

日
本
橋
区
通
一
丁
目
十
七
番
地

東
京
府
平
民

佐
竹
巳
之
助

芹
沢
栄
之
助

渡
辺
幸
吉

冨
永
い
と

同

う

め

同

区

茅

町

江
川
鉄
心
鼈
甲
商
」

(10
ウ

永
楽
屋
さ
た

泉

波

良

徳

東

京

府

雨
宮
と
よ

増
田
亀
太
郎

東
京
府
平
民

ま
さ

三
河
国
渥
美
郡
豊
橋
本
町

長
尾
正
名

豊
川
神
社
祠
官

越
後
人

松
村
縫

長
岡
料
理
人

白

井

屑

大

蔵

判

任

同

三
郎
電
信
局
」

(10
オ）

下
谷
区
中
御
徒
士

T
二

丁

目

冊

六

番

地

服

部

友

r
大
蔵
判
任

左
官
下
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浅
草
区
森
田

r五
番
地

京
橋
区
五
郎
兵
衛

r
D番
地

出

口

清

七

金

貸

商

神
田
区
末
広

T
十
番
地

神
田
区
五
軒
丁
廿
番
地

日
本
橋
似
通
四

T
H
D番
地

本
所
区
外
手
町

下
谷
区
西

T
十
九
番
地

本
郷
区
湯
島
一
一
丁
目
―
一
番
地

0
和
田
惣
八

0
諸
橋
勝
馬

杉
山
元
作

静
岡
県
士
族

陸
軍
判
任

東
京
府
平
民

医
学
校
生

箔
屑

野
村
ガ
蔵

馬
島
将
平

医
学
校
牛

前

田

千

代

湯

屋

商

西
山

手
遊
屋
」

(12
オ）

日
本
橋
区
本
白
銀

l-．
-
T
H九
番
地

小
笹
平
三
郎
塗
物
商

初
伝
神
田
区
三
河
丁
一

T
H
一
番
地

鈴
木
勇
次
郎
煙
草
商

青

木

谷

日
本
橋
区
小
伝
馬
•
J
二
丁
目
八
番
地

星

野

新

七

金

物

商

中

村

庄

助

唐

物

商

堀

義

水

茨
城
県
洋
医

静
岡
県
士
族

狂
言
師

尾

島

太

兵

衛

畳

匠

灰
口
勧

t
場
内

小
池
く
め

佐
野
せ
ん
大
［
娘
」

(11
ウ）

千
住
中
組
八
百
廿
三
番
地

村

越

楳

東
京
府
平
民

神
田
区
猿
楽

r七
番

D

観

憔

清

廉

能

役

者

堀
江

T
婦
人

初
伝

F
谷
似
竹
4
j
一
番
地
牛
駒
邸
内

佐
々
松
は
る

千
住
市
場

山
田
冨
吉

京
都
府
士
族

野
菜
間
屋

学
校
教
員
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吉
原
角

T

千
住
中
組
五
十
九
番
地

吉
原
角

T

敬
二
妻

高
野
千
代

原
田
忠
吉

渡
辺
り
う

初
伝
下
谷
御
徒
士

f
-
-
T
H十
七

番

地

道

忠

長

女

川

瀬

米

大
蔵
官
員
娘

貸
座
敷
商
」

(13
ウ）

本
郷
区
弓

r二
丁
目
廿
番
地

丹
波
て
い

奏
任
医

重
一
二
郎
娘

宮
永
く
に

東
京
府
士
族

同

は

ま

同
貸
座
敷
商

初
伝

沢
村
き
ん
砂
糖
商
娘

浅
草
区
田
丁
二

f
日
八
番
地

小
野
崎
鈴
按
摩
娘

京
橋
区
柳

T
五
番
地

京
橋
区
南
紺
屋

T
九
番
地

渋
木
隆
一
一

1

棄
子
商

浅
草
区
馬
道

r七
T
H九
番
地

沢
村
庄
兵
衛
砂
糖
間
屋
」

(13
オ

森
本
信
義

岡
山
県
士
族

巡
在

北
豊
島
郡
地
方
今
戸
町

山
手
日
本
堤
八
十
二
番
地

島

多

郎

牛

乳

匠

堀

ゆ

か

茨
城
県
上
族

妻

吉
岡
源
八

t
匠
棟
梁

福
岡

吉
目‘‘‘̀

 

東
京
府
士
族

按
摩
娘

脇
坂
や
す

同

ふ

さ

同

初
伝
下
谷
区
中
御
徒
士
．
j
―
-TEl四
十
番
地

河
野
て
る
京
都
府
平
民
内
科
医
娘

下
谷
区
中
御
徒
士

T
三
T
H
-
―
一
卜
番
地
具
島
元
真
眼
科
医

本
郷
区
外
手
丁

青
木
秀
三
郎

静
岡
県
十
族

医」

(12
ウ）
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(
1
)

山
本
麻
渓
編
『
古
今
茶
湯
集
』
大
正
六
年
(
-
九
一
七
）
、
慶
文
堂
書

店
、
巻
一
、
三
六
頁
、
巻
三
、
四
四
頁
、
巻
四
、
一
三
八
、
二
八
八
頁
参

初
伝

芝
区
南
金
六
町

D
番
地

本
郷

花
柳
□

D
」

(14
ウ

内
田
ふ
ん

ロロ
高
島
よ
し

東
京
府
士
族

園

D
き
く

道
明
男
河
野
新
一
良
内
科
医

作
次
郎
妹
森
本
む
め
口
屋
娘

消
左
衛
門
安
田
忠
次
郎
紙
商

□
中
は
る

政
口

つ
る

本
郷

娘
和
田
や
す
」

(14
オ）

荻
原
文
富

本

郷

真

砂

町

廿

九

番

地

児

島

方

土
橋
兵
九
郎

本
郷

三
平
妻

関
口
き
み

日
本
橋
区
本
白
銀
丁
一
丁
目
六
番
地
大
工
鈴
木
消

D
郎

大

工

匠

初

伝

下

谷

坂

本

T
四
丁
目
十
一
一
番
地

清
左
衛
門
長
女
安
田
ろ
く
紙
商
娘

初
伝

同

人

娘

同

さ

と

同

本
郷
真
砂
町
廿
九
番
地

福
田
兵
四
郎

東
京
府
平
民

照。

(
2
)

「
美
術
館
を
御
巡
覧
、
東
京
府
の
築
造
せ
る
列
品
館
の
便
殿
に
於
て
少
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時
憩
は
せ
ら
る
、
旧
龍
野
藩
主
脇
坂
安
斐
点
茶
を
献
る
」
『
明
治
天
皇
紀
』

第
四
、
明
治
十
年
(
-
八
七
七
）
八
月
二
十
一
日
条
、
吉
川
弘
文
館
、
昭

和
四
十
五
年
(
-
九
七

O
)
、
二
四
一
二
貞
°

(
3
)

末
宗
広
『
茶
人
系
譜
（
新
編
）
』
河
原
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
(
-
九
七

七
）
、
二
八
八
頁
参
照
。

(
4
)

廣
田
吉
崇
『
近
現
代
に
お
け
る
茶
の
湯
家
元
の
研
究
』
慧
文
社
、
平
成

二
十
四
年

(
1
:
0
1
―
-
）
、
第
二
章
参
照
。

(
5
)

た
つ
の
市
立
龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
（
以
ド
「
龍
野
歴
史
文
化
資
料

館
」
）
が
平
成
二
十
六
年
（
二

0
―
四
）
に
購
入
し
た
、
龍
野
神
社
旧
蔵

資
料
に
ふ
く
ま
れ
る
。

(
6
)

宮
下
玄
覇
編
『
必
携
茶
湯
便
利
帳
[
改
訂
版
]
』
宮
帯
出
版
社
ヽ
乎
成
二

十
四
年
、
一
五
頁
参
照
。

(
7
)

『
宗
偏
流
第
八
世
披
露
会
誌
』
羽
賀
虎
一
二
郎
、
大
正
十
三
年
(
-
九
二

四
）
参
照
。

(
8
)

廣
田
吉
崇
、
前
掲
書
、
第
三
章
参
照
。

(9)

こ
の
人
物
は
、
「
山
田
宗
也
」
と
も
記
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
引
用
文

は
別
と
し
て
「
山
田
宗
弥
」
に
統
一
す
る
。

(10)

こ
の
経
緯
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
が
、
関
口
泰
は
「
五
世
宗
俊
歿
後
宗

弥
退
去
ま
で
の
八
年
間
の
在
職
」
（
関
口
泰
「
宗
偏
流
の
家
元
」
柳
宗
悦
、

古
田
紹
欽
『
続
茶
私
の
見
方
』
春
秋
社
、
昭
和
三
十
一
年
(
-
九
五
六
）
、

一
三
五
頁
。
な
お
、
一
三
六
頁
参
照
）
と
の
べ
て
い
る
。

(11)

前
掲
『
宗
偏
流
第
八
世
披
露
会
誌
』
一
八
頁
参
照
。

(12)

前
掲
『
宗
偏
流
第
八
世
披
露
会
誌
』
四
頁
。

(13)

柴
山
準
行
は
、
宗
偏
流
の
系
譜
を
「
山
田
宗
俊
山
田
宗
也
〔
宗
弥
〕

山
田
宗
学
関
口
操
子
関
口
宗
理
」
と
し
て
い
る
（
柴
山
準

行
『
茶
人
系
譜
大
全
』
川
瀬
書
店
、
大
正
十
二
年
(
-
九
二
三
）
、
七
五
＼

七
六
頁
）
。

(14)

前
掲
『
宗
偏
流
第
八
批
披
露
会
誌
』
八
頁
に
は
、
賛
助
員
と
し
て
「
子

爵
脇
坂
忠
之
」
の
名
前
が
み
え
る
。
こ
れ
は
脇
坂
安
斐
の
養
嗣

f
安
煕
の

子
「
脇
坂
安
之
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

(15)

野
村
瑞
典
氏
は
、
宗
偏
流
時
習
軒
に
つ
い
て
「
江
戸
時
代
か
ら
明
治
・

大
正
期
を
通
じ
て
の
宗
偏
茶
湯
の
伝
承
経
路
の
主
流
で
あ
っ
た
」
（
野
村

瑞
典
『
宗
偏
流
歴
史
と
系
譜
』
光
村
推
古
書
院
、
昭
和
六
ト
ニ
年
（
一

九
八
七
）
、
ニ
ニ
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

(16)

野
村
瑞
典
、
前
掲
書
、
一

0
二
、
二
三
一
頁
参
照
。

(17)

宮
下
玄
覇
、
前
掲
書
、
一
五
頁
参
照
。

(18)

宮
下
玄
覇
、
前
掲
書
、
一
五
頁
参
照
。

(19)

三
戸
岡
道
夫
，
堀
内
永
人
『
初
代
静
岡
県
知
事
関
口
隆
吉
の
一
生
』
静

岡
新
聞
社
、
平
成
二
十
一
年

(
:
1
0
0
九
）
、
ニ
―
頁
。
な
お
、
「
関
口
操

み
さ
お

子
」
で
は
な
く
「
関
口
操
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
同
書
二
て
八
頁
）
。

(20)

脇
坂
安
斐
が
「
宗
斐
」
を
な
の
っ
た
こ
と
を
示
す
一
次
資
料
は
い
ま
だ

管
見
に
人
ら
な
い
。

(21)

『
角
川
茶
道
人
事
典
』
角
川
書
店
、
平
成
二
年
(
-
九
九

O
)
、
一
四
六

六
頁
。
な
お
、
茶
室
緊
遠
亭
が
孝
明
天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
こ
と
は
歴
史

的
事
実
で
は
な
く
、
郷
土
史
家
に
よ
る
創
作
と
い
う
（
「
脇
坂
淡
路
守
』

龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
、
平
成
十
九
年
（
二

0
0
七
）
、
四
五
頁
参
照
）
。

(22)

山
本
麻
渓
編
、
前
掲
書
、
巻
一
、
一
九
二
頁
、
巻
二
、
一
八
八
、
一
五

八
頁
。

(23)

「
力
行
斎
珍
蔵
料
具
録
附
掛
幅
」
龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
所
蔵
、
龍
野

文
庫
（
を
）
趣
味
（
茶
）
七
番
。

(24)

「
陸
習
能
茶
之
会
道
具
会
席
附
」
戊
戌
年
〔
天
保
九
年
(
-
八
三
八
）
〕

四
月
廿
四

H
付
け
、
龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
所
蔵
、
龍
野
文
庫
（
を
）
趣
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味
（
茶
）
二
番
。

(25)

窃
脇
坂
家
無
足
諸
士
略
系
』
（
脇
坂
家
所
蔵
）
に
よ
る
と
、
市
村
宗
泉
は

「
坊
主
頭
心
得
」
、
代
田
宗
真
と
比
定
さ
れ
る
代
田
重
悦
は
「
大
坊
‘
王
」
と

あ
る
。

6
)
 

(
2
 
大
植
四
郎
編
『
明
治
過
去
軟
』
東
京
美
術
、
昭
和
四
十
六
年
(
-
九
し

-
）
新
訂
版
、
二
し
し
頁
参
照
。
吉
田
家
の
墓
所
は
多
磨
霊
園
に
あ
る

(
『
歴
史
が
眠
る
多
磨
霊
園
』

http:/
/www6.plala.or.jp ¥
 
g
u
t
i
/
c
e
m
e
t
e
r
y
 ¥
 

参
照
）
。
な
お
、
野
村
瑞
典
、
前
掲
書
二
三
二
頁
で
は
、
吉
田
水
月
尼
を

占
田
宗
意
の
娘
と
し
、
吉
田
宗
賀
を
婿
と
し
た
と
す
る
。
し
か
し
、
他
の

資
料
か
ら
は
養
子
吉
田
宗
賀
の
妻
で
あ
る
と
の
み
考
え
ら
れ
る
。

(27)

龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
所
蔵
、
龍
野
文
庫
（
を
）
趣
味
（
茶
）
二
六
番
。

な
お
、
包
紙
表
書
に
は
「
明
治
七
年
」
と
あ
る
。

(28)

龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
所
蔵
、
龍
野
家
文
書
二
し

0
番。

(29)

野
村
瑞
典
、
前
掲
書
、
ニ
―
―
・
ニ
頁
参
照
。

(30)

龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
所
蔵
、
龍
野
神
社
旧
蔵
資
料
一
五
七
番
。
な
お
、

表
紙
に
は
「
力
ロ
斎
社
中
人
名
仮
記
」
と
あ
る
。

(31)

『
東
久
世
通
蒻
B
記
』
別
巻
、
霞
会
館
、
平
成
七
年
(
-
九
九

ii)
、
一

二
三
‘
―
二
四
頁
参
照
。

(32)

『
勅
奏
任
官
履
歴
原
書
』
下
巻
、
柏
書
房
、
平
成
七
年
、
一
九
八
、
一

九
九
頁
参
照
。

(33)

『
勅
奏
任
官
履
歴
原
書
』
じ
巻
、
柏
書
房
、
平
成
七
年
、
五
一
五
頁
参

照。

(34)

丸
岡
莞
爾
を
「
華
族
」
と
し
て
い
る
の
は
、
あ
き
ら
か
な
誤
り
で
あ
る
。

一
方
、
『
改
正
官
貝
録
』
博
公
書
院
に
よ
れ
ば
、
丸
岡
莞
爾
が
「
従
五
位
」

か
つ
「
内
務
省
奏
任
」
で
あ
っ
た
期
間
は
、
明
治
十
六
年
(
-
八
八
三
）

十
二
月
か
ら
明
治
二
十
一
年
(
-
八
八
八
）
八
月
ま
で
で
あ
る
。
本
文
の

9
)
 

(
3
 

(40) 

(41) 

(42) 

(43) 

(44) 

(45) 

(46) 

(47) 

(48) 推
測
と
整
合
す
る
。

(35)

「
堀
内
門
人
録
」
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
十
巻
「
数
寄
」
、
三

一
書
房
、
昭
和
五
十
一
年
(
-
九
七
六
）
、
七
―
:
-
I七
―
―•
O
頁
。

(36)

反
町
茂
雄
は
、
こ
の
屋
敷
を
訪
問
し
た
と
き
の
印
象
を
「
士
地
の
御
領

主
様
ゆ
え
、
大
き
な
門
構
え
の
、
玄
関
先
に
は
式
台
の
つ
い
た
大
名
屋
敷

を
予
想
し
て
居
り
ま
し
た
。
（
略
）
門
ら
し
い
門
は
な
い
。
（
略
）
お
玄
関

ら
し
い
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
」
（
反
町
茂
雄
『
一
古
書
坪
の
思
い
出
l
』

平
凡
社
、
昭
和
六
十
一
年
(
-
九
八
六
）
、
三
六
一
頁
）
と
の
べ
て
い
る
。

(37)

龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
所
蔵
、
龍
野
神
社
旧
蔵
資
料
一
五
九
番
。
保
存

状
態
が
悪
く
、
内
容
は
一
部
し
か
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
明
治
四
十
―
―

1

年
(
-
九
一

O
)
五
月
二
日
に
脇
坂
裕
之
進
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
第
三
条
に
「
当
場
へ
入
門
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
束
脩
及
月
謝
ヲ
要
セ

ズ
」
と
あ
る
。

(38)

龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
所
蔵
、
龍
野
神
社

IU
蔵
資
料
一
六

0
番
。
な
お
、

脇
坂
安
斐
お
よ
び
脇
坂
裕
之
進
は
、
「
宗
偏
」
の
文
字
を
「
宗
偏
」
と
記

し
て
い
る
。

龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
所
蔵
、
龍
野
神
社
旧
蔵
資
料
一
六
一
番
。

龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
所
蔵
、
龍
野
神
社
旧
蔵
資
料
一
六
四
番
。

龍
野
歴
史
文
化
賓
料
館
所
蔵
、
龍
野
神
社
旧
蔵
資
料
一
し
ハ
ニ
番
。

廣
田
吉
崇
、
前
掲
書
、
一
六
八

1
一
七
―
貞
参
照
。

廣
田
吉
崇
、
前
掲
書
、
一
七
一
貝
。

野
村
瑞
典
、
前
掲
書
、
一
四
0
頁。

野
村
瑞
典
、
前
掲
書
、
一
四
O
、
一

h
六
、
て
四
九
頁
参
照
。

廣
田
吉
崇
、
前
掲
書
、
一
七
ニ
ー
一
七

1

三貝。

前
掲
『
宗
偏
流
第
八
惟
披
露
会
誌
』
四
0
頁
参
照
。

前
掲
『
宗
偏
流
第
八
世
披
露
会
誌
』
七
頁
に
は
「
座
光
寺
敬
爾
」
の
名
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（
ひ
ろ
た

研
究
員
）

が
み
ら
れ
る
。

(49)

末
宗
広
、
前
掲
書
、
二
八
八
貞
。
な
お
、
享
年
に
つ
き
「
昭
和
二
十
年

一
月
十
九
日
歿
七
十
二
」
（
高
谷
隆
『
占
今
茶
人
系
譜
大
全
』
芸
術
サ
ロ

ン
社
、
昭
和
二
十
一
一
．
年
(
-
九
四
八
）
、
一
八
八
頁
）
と
あ
る
。
な
お
、
当

時
の
『
茶
道
月
報
』
（
茶
道
月
報
社
）
に
は
、
「
座
光
寺
京
二
」
の
名
前
が

散
見
さ
れ
る
。

(50)

末
宗
広
は
「
座
光
寺
糾
」
に
つ
い
て
「
大
阪
で
高
谷
宗
範
等
と
共
に
遠

州
流
茶
道
保
存
会
を
設
立
し
大
い
に
同
流
の
た
め
に
尽
し
た
」
（
未
宗

広
、
前
掲
書
、
二
七
七
頁
）
と
の
べ
て
い
る
。
な
お
、
「
座
光
寺
糾
」
に

つ
い
て
「
龍
野
区
裁
判
所
所
属
公
証
人
飾
窮
県
士
族
に
し
て
明
治
れ
年

頃
牧
野
重
正
浅
野
長
民
等
と
権
大
解
部
た
り
九
年
一
級
判
事
補
に
、
十
年

松
本
裁
判
所
判
事
に
任
じ
十
二
年
頃
従
七
位
に
、
十
四
年
同
所
長
に
補
し

十
五
年
長
野
始
審
裁
判
所
上
田
支
庁
判
事
長
に
遷
り
十
七
年
長
安
道
一
十

居
徹
等
と
正
七
位
に
陸
り
廿
一
年
頃
奉
任
四
等
上
を
以
て
大
阪
控
訴
院
許

定
官
た
り
明
治
甘
八
年
十
一
月
十
九
日
歿
す
」
（
大
植
四
郎
編
、
前
掲
書
、

九
六
四
貞
）
と
あ
る
。

(51)

野
村
瑞
典
、
前
掲
書
、
一
一
＾
一
九
＼
一
そ
二
、
一
．．
 

二
五
＼
三
て
六
頁
参
照
。

(52)

龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
所
蔵
、
龍
野
文
庫
（
を
）
趣
味
（
茶
）
て
六
番
。

廣
田
占
崇
、
前
掲
書
、
一
じ

0
頁
掲
載
の
翻
刻
の
誤
り
を
訂
正
し
た
。
な

お
、
文
中
の
「
偏
翁
」
お
よ
び
「
不
偏
能
」
は
、
五
胆
の
文
字
で
は
な

い
よ
う
に
よ
め
る
。

（
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日
受
理
）

よ
し
た
か
•
神
戸
大
学
同
際
文
化
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
協
力
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